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　当研究室の専問分野はガスタービン工学であ“て，ガ

スタービンの本体に関する研究すなわち，その構成要業

である圧縮機，タービン，燃焼器および熱交換器等につい

て研究を行なうとともに，ガスタービンプラントとして

の総合特性の研究を行ない，特に最近においては小型ガ

スタービンに重点をおき，その応用研究を行なっている．

　おもな研究施設としては高圧空気源〔200kW，2毅タ

ーボ圧縮機，吐出圧力3．Ikg／cm2　abs，流量1．　O　kg，ts），

および80馬力変速風どう，150kW直流電気動力計2台

などであって，約40坪の防音運転室内で実験が行なわ

れ，また危険な運転作業のための遠隔運転操作室がある．

　現在研究室は助手遠藤敏彦，技官吉田義章．技官水野

修および秘書石川紀子の協力のもとに運営されている．

　当初ガスタービンの運転の安定性に関する研究を行な

い，各種ガスタービンサイクルの原動機の安定性の間題

を解決し，燃焼器の研究として，可燃混合気流の燃焼に

関する研究を行ない，又軸流タービンのタービン翼列の

損失について空気力学的研究を行なった．その後昭和26

年以降は小型ガスタービンの研究に重点をおき，小型ガ

スタービ．ン用の圧縮機、タービンの開発，熱交換器等の

研究を汀なうとともに，小型ガスタービ．ンのVb用に関す

る研究をけな・tている．次に各項目別に述べよう．

　Cl）　ラジアルガスタービンの特性の研究：ラジァル．

ガスタービン内のガスの流動状況について新らしい観点

から理論的な考察を行ない，その結果最高効率を得るた

めの条件を明らかにし，またラジアルタービンの最適使

用範囲を明らかにした，またラジアルタービン用ノズル

について理論的および実験的研究を行ない，最小損失を

与えるノズルの設計法を見いだした．これらの研究成果

は，国内および国外において実用ガスタービンの設計に

採用されその性能向上に1．工「獣した、またターボ過給隣用

ラジァルタービンの設計にも実用されている．

　t2）ラジアルタービン用ノズルおよび動翼の研究；

軸流タービン用ノズルおよび動翼については多くの空気

力学的研究がij’なわれ，その特性がよくわか一tているが，

ラジァルタービンのノズルおよび動哩については，まだ

その特性がよくわかっていない点が多い．これらの上威

力学的特性を明らかにするために，香種の形状のノズPL

および動翼を試作し，実験用ラジアルタービンを用いて

実験を行ない，その空気力学的特性を明らかにした．な

おこの研究は日本機械学会よりの依頼により行な．．．V，Lた

ものである．またラジアルタービン用ノズノレは膨張比が

高くなU，限界膨張比付近およびそれ以上になると．軸

流ターピ．ン用ノズ．ルとは傾向が異なる特別の現象を永

す，これ「らの点を明らかにするため高い膨彊比における

ラジアルタービン用ノズル円の硫体の挙動を明5がにし

つつある．

　（5）膨張タービンの研究：液体空気製造用そ旺〕他の

寒冷発生用の膨張タービンとしてラジアル鐸一ビンを目

いる場合の熱力学的および流体ヵ学的特牲を明らかに

し，高性能膨張タービンの設計法をEIC｝ひにした，この

成果は寒冷空気発生用膨張タービンおよC，除湿機用膨張

タービンとして実用化された、

　（4）非定常流れの研究：内燃機関の誹気ラジアルタ

ービン内におこる非定常流れを理論的および実験的に明

らかにしつつある．まず各種の形状をもつ管内の非！定常

流れを特性曲線法を用いて明らかにし，これをラジア17

タービン内の統れに適用し，また部分流八を行なうテジ

アルターピンの非定常流れの中の状態量を前記の方法で

求めることを研究中である．また非定常流の申における

プロベラその他の翼の特性を明らウ・にするため変速風ど

うを用い研究中である．

　（5）ふく流機械の翼端すきま流れの研究：ふく流機

械の効率に大きな影響をおよぼす動翼とケイシング壁と

の間隙における翼端すきま流オ．しの麟構を胡ろかにしつつ

ある，

　（6）車輌用ガスタービンの研究：自動車その馳の車
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